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１．活動報告書 ﾍﾟｰｼﾞ

No. 活動名 団体名

1
ぼくたちの道しるべ～違っていてもいいんだよ～自閉症スペクトラムの子どもの

得意を生かす子育て【家庭療育を進めるプロジェクト】
発達障害親の会　＊ＰＥＡＣＣＨ＊ 広島県 広島市 1

2 安芸太田町の自然フィールドを使った体験学習
一般社団法人

ソーシャルデザインマネジメント
広島県 山県郡 3

3 パイオニアキャンプ２０１８夏 広島アウトドア研究会 広島県 広島市 5

4 鹿ケ谷ふれあい広場の整備と活用
NPO法人

里山環境保全みどり会
広島県 広島市 7

5
「地域全体で子育て・親育ち応援!!」

～地元を愛し、お互いに元気になろう～
府中町家庭教育支援チーム「くすのき」 広島県 安芸郡 9

6 奥安芸の鉄物語　紙芝居&体験活動 奥安芸の鉄物語たたらの楽校実行委員会 広島県 山県郡 11

7 若者と高齢者が共生する街づくり活動 鞆の浦の共生を実行する会 広島県 福山市 13

8 お母さん、見守って！私たちでできるから！こどもたちで創るこども食堂 しもＪＯＹ 広島県 広島市 15

9 地域の里山を舞台とした、教育研修イベント 美鈴恵みの森づくりボランティア 広島県 広島市 17

10
～未来をつくる子ども達に贈る～自然の中で、共に楽しみ学ぶ！

ネイチャーファシリテーター養成講座

NPO法人

三段峡-太田川流域研究会
広島県 山県郡 19

11 環境教育研究部会「もりメイトキッズ」
NPO法人

もりメイト倶楽部Hiroshima
広島県 広島市 21

12
瀬戸内・地魚学ぶんジャー

～さかなを学んで学生ボランティアリーダー育成～
一般社団法人　ふるさと楽舎 広島県 広島市 23

13 未来をつくる地域リーダー育成プロジェクト
NPO法人

昭和地区まちづくり協議会
広島県 呉市 25

14 より好い地域社会を創る次代の理工系人材の育成実践 一般社団法人　RoFReC 広島県 三原市 27

15 循環型の地域発信
NPO法人

フリースクール木のねっこ
広島県 広島市 29

16 ブッポウソウ保護活動ボランティアの育成 めんがめ倶楽部 広島県 三次市 31

17 子どもから高齢者まで誰もが来られる地域の居場所づくり 笑顔つながり隊 広島県 広島市 33

18 被災の経験と教訓を通じて学ぶ　「若者の地域力スキル」　育成講座 若者活動サポートセンターあおぞら 広島県 広島市 35

19 日本語教室開催を通じた異文化交流と日常生活サポート 府中町日本語教室ボランティアの会 広島県 安芸郡 37

20 教えて！赤ちゃん先生　～わたしもあなたも大事な命～ ﾏﾏの働き方応援隊 広島東校 広島県 安芸郡 39

21 まちづくりイベント　―みんなで盛り上が（AGA）ろう！－ AGAin&原小AGAin 広島県 呉市 41

22 「くまげの美術室」設置事業 ｢くまげの美術室｣実行委員会 山口県 周南市 43

23
「温故知新プロジェクト」

～若い力で私達の街を国際学園都市へ発展させよう！～

NPO法人

ワン・フォー・オール
山口県 宇部市 45

24 ～謎をといてお宝ゲット！～　お天気×ぼうさい　宝さがしゲーム 空みずきの会 山口県 山口市 47

25 いきりこ 玖珂町いきりこ保存会 山口県 岩国市 49

26 ぼくらはまちのプロデューサー machi-mori 山口県 周南市 51

27 朗読劇とワークショップで交流しよう 下関リーディングの会 山口県 下関市 53

28 小学生の竹林体験学習サポート活動 竹林ボランティア俵山 山口県 長門市 55

29 神楽による青少年健全育成 創作風鎮神楽会 山口県 防府市 57

30
療育を通して地域の障害児福祉を耕していく一つの試み

　（重症心身障害児を対象とした宿泊型の動作法訓練会の実施）
福山動作法訓練会 広島県 福山市 59

２．贈呈式 61

３．応募＆採択に関するデータ 62
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活 動 名 No.11 
団 体 名 

NPO 法人 

もりメイト倶楽部 Hiroshima 

環境教育研究部会「もりメイトキッズ」 
地   域 広島 
代 表 者 理事長 山本恵由美 
支援金額 １８万円 

活動概要 【もりメイトキッズ「わくわくもりの学校」：子ども森林ボランティア養成講座】 

子供達の環境教育を目的として、年 4 回に渡り、大竹市松が原の森林フィールドにて森林整備を行い

ながら自然の大切さや森林で過ごす楽しさ、そして生物多様性の重要性を教えている。 

今年は「自然を深ぼり」のキャッチフレーズを掲げ、昆虫や鳥の視点から見た自然の大切さを学ぶ 

活動場所：広島県大竹市松ケ原町（倶楽部会員の所有する森林を使用） ﾌｨｰﾙﾄﾞ面積約 3.5ha 

活動内容：第 1回 2018 年 4月 15 日（日）9：50～15：00 

             フィールドビンゴと滑り台設置、森の小屋の床板張り 

        第 2 回 2018 年6 月 10日（日）9：50～15：00 

             昆虫観察会：里山づくりの重要性を昆虫の生態系を通して考える 

        第 3 回 2018 年8 月 5 日（日）9：50～15：00 

             森林整備と間伐材を使ったクラフト（ペン立て木絵） 

        第 4 回 2018 年10 月 28 日（日）9：50～15：00 

             野鳥観察会：野鳥の特徴や、里山、森林との共存を学び、巣箱を設置。 

また野鳥が巣箱を見つけらるよう、周辺の雑木を整備する 

【環境研究部会（もりメイトキッズ打合せ、イベント事前勉強会）】 

   活動場所：主に広島市中区袋町 合人社ウエンディひと・まちプラザ 

   活動日時：主に毎月第 2月曜日  18：30～20：30 

  

 

 

  

  

 
 

 

フィールドビンゴで植物（ミツマタ）の匂いを嗅ぐ子供達 

（2018 年4 月 15 日） 

毛虫を捕まえ、整備された里山が食物連鎖を生み出す重要

性を説く講師（2018 年6 月 10 日） 

間伐材で子供たちが製作した木絵（作品は鉛筆立て） 

倶楽部のクラフト部会の発案（2018 年 8 月5 日） 
整備した巣箱の周りで記念撮影（2018 年10 月28 日） 

21



 

◆実施に伴う効果 

 

 

昆虫や野鳥、動物の目線で見た自然は人間より密接で、生物多様性を保つためには里山

整備や森林整備で多種の植物を成育させることが不可欠であるなど、違う目線で見た時の

自然の大切さは新たな発見であり、漠然としていた自然というものが、深ぼりできたので

はないかと思う。 

子供はもちろん参加している保護者も興味深く講義を聞いていた。また、参加者がより

一層、森林整備に精をあげていた。 

◆苦労した点 

 

 

今回のように、財団から支援をうけたり、参加費を徴収しての活動の場合は、スーパー

等からチラシの配布を断られる場合がほどんどである。ＳＮＳ、口コミでの宣伝方法に新

路を見出す必要がある。 

ボランティア＝無料奉仕、という概念を払拭していかないと、今後、ボランティア活動

が衰退する可能性があることを、もっと世間一般に認識してもらう必要性があるのではな

いかと思う。 

 

◆今後の課題・発展の方向性 

 

 

参加者を増やす手段と、スタッフ、学生ボランティアの拡充とスキルアップのために、

勉強会や経験に基づく意見・提案の活発化を目指す活動を行っていきたい。 

 

◆活動を終えての感想・意見等 

 

 

もっと多くの人に、森林整備の重要性、とくに昨年起きた豪雨災害のような被害がおき

ないようにするために今しないといけないことを微力ながら伝えていきたい。 
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❈　公募～報告書冊子発行までの流れ
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